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研究概要 
 

目  的 
 
  日本国内で年間 1 億本の廃タイヤが発生しており、その 12%が再利用されることなく屋外に放置さ

れている。これら野積み状態のタイヤは火災を引き起こしたり、蚊の成育場となったりして環境に悪影

響を与えている。他方、1900 年頃からタイヤを微粉砕し、アスファルト中に加熱混合すれば、粘度の

高い良質なバインダーとなることが知られていたが、物理的性質の安定化など技術的課題が多く、実用

化されていなかった。また、当センタープロジェクトとして開発されたポーラス舗装は、すでに高速道

路や市街地の標準舗装と認められ、施工延長が増大している。その経済性、機能性の改善および耐久性

向上のためにさらに高度なバインダーの開発が要求されている。本研究はこれらの問題を解決するため

に、リサイクルタイヤゴム粉によるバインダーの改質を行い、骨材との混合物の性状を室内試験と試験

舗装によって立体的に検討し、実用的な高機能舗装混合物を開発するものである。 
 
 
 
 

 
研究内容 

 
  アスファルトに古タイヤゴム粉を混入して改質するアスファルトラバー(AR)は期待どおりの製品を

得ることができた。平成 15 年 11 月から平成 18 年 9 月まで、実際の道路 9 箇所で試験施工を実施した。

数 10 メートルの小規模な試験施工から始めて、現在は数 100 メートルの試験施工となっている。バイ

ンダー製造プラント、混合物製造プラント、舗装の施工機械などは、これまでの施設をそのまま使用で

き、問題のないことを確認した。完成した舗装は重交通路線においても問題なく供用されている。本材

料は室内試験では従来品よりも耐久性に優れていることが確認できている。今後、試験施工を重ねてい

くとともに、実道における耐久性を確認していく。また、強制劣化させた混合物の再生を検討し、本製

品の将来のリサイクルが可能であることも証明している。 
  本製品による舗装の実施工が増加した場合に、古タイヤを原料とするゴム粉が安定供給されるか、品

質保証は十分かなどの課題が残されている。 
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